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既設送電用鉄塔の設計基準類の変遷と信頼性評価

【発刊に際しての委員長推薦のことば】

既設送電用鉄塔の設計基準類調査専門委員会

委員長 東京電力株式会社 太田浩

送電用鉄塔は， 100年以上前から建設されており， 現在， 日本国内に約25万基が建設されている。 送電

用鉄塔が建設され始めて以降， 送電用鉄塔の設計に関する基準類（電気設備に関する技術基準など）は，

台風などの自然災害を契機に改正 ・ 改定が繰り返されているが， 改正・改定されたそれぞれの基準類の特

徴や， これに基づき設計された送電用鉄塔の信頼性について， 詳細にまとめられた資料はない。 また， 近

年の大型台風による災害の経験を踏まえ，風観測，風応答観測，風洞実験，風応答解析などの研究が行わ

れ，局地的影響，地表面粗度の影響および風の動的特性を考慮した荷重算定法（以下，風荷重指針と略す）

が開発されており，風荷重に対する現時点の最新知見を用いて， 各基準類により設計された送電用鉄塔の

信頼性を評価することも必要と考えられる。

送電用鉄塔に対する設備保全の現状は， 劣化診断に基づく塗装や部材取替等による延命化策を基本とし

つつ， 延命化が困難な鉄塔については建替による設備更新が行われている。 一方， 高度経済成長期に建設

された鉄塔を中心に今後急激に増加する高経年設備に対して， 将来の鉄塔建替量の平準化を見据えた長期

的な建替計画の展開または策定などが始まりつつある状況にあるが， 長期建替計画の策定にあたっては，

工事量の平準化のほか， 設備の信頼性を一指標として考慮することも重要である。

このような背景を踏まえて， 送電用鉄塔の設計に関する基準類の変遷調査と， 設計年代別の送電用鉄塔

の信頼性について， 現行の設計基準と最新知見に基づいて評価を行い， その信頼性評価結果に基づき優先

順位付けをした設備改修が行えるよう， 技術資料として取りまとめた。

本書は， 電力会社や送電用鉄塔を実際に維持管理している関係者の方々を初め， 送電設備に関わる方々

にも広く活用頂けるものと確信しており， より多くの皆様に本書を購入し活用して頂けることを希望して

おりますD

1 . 本研究の主な活用方法

O送電用鉄塔設備の現状

送電用鉄塔設備の現状として， 以下の点を中心に整理しりおり， 設備保全の実態を把握する資料と

してご活用頂きたい。

・ 建設年代別の送電用鉄塔基数の変遷や設備保全の実態。

．至近の鉄塔建替基数とその建替理由の内訳。

－現時点における長期鉄塔建替計画策定の考え方。







制定された 第8世代にあたるが， 第8世代で、規定された湿型着雪に対する設計荷重については， 対象設備

が 限定されていることなどから， 第7世代を現行電技と位置づけ評価を行っているo

制面対象とするモデ
、

ノレ空兵塔は，表2に示すとおり，電圧規模別（66kV, 275kV, 500kV），主要構成材別（山

形鋼鉄塔， 鋼管鉄塔）， 鉄塔型別（懸垂型，耐張型） に仮想的な鉄塔をそれぞれ l型設定した。 なお， 鋼管

鉄塔は， 設備が大型となる超高圧送電線に採用されることが一般的であることから， 275kV, 500kV のモデ

ノレ鉄塔に反映したo

表2. モデノレ鉄塔と信頼性評価実施ケース （凡例：O評価実施ケース）

イロ頼性評価実施ケ ス
鉄塔規模 電圧 鉄塔種別 鉄塔型

現行電技 風荷重指針

懸垂型 (A型） 。 。
普通鉄塔 66kV 山形鋼鉄塔

耐張型 (B型） 。 。

懸垂型 (A型） 。 。
山形鋼鉄塔

耐張型 (B型） 。 。
275kV 

懸垂型 (A型） 。
鋼管鉄塔

耐張型 (B型） 。
超高圧鉄塔

懸垂型 (A型） 。 。
山形鋼鉄塔

耐張型 (B型） 。 。
500kV 

懸垂型 (A型） 。
鋼管鉄塔

耐張型 (B型） 。

現行電技による評価では， 第l～ 第6世代別 に定められた荷重条件や部材強度の決定方法をもとに鉄塔

設計を行い， その結果， 決定した部材サイズを固定したまま， 現行電技（第7世代） により再評価を行っ

た。

風荷重指針による評価では， 第l～ 第8世代の設計条件により部材決定した送電用鉄塔に対し， 風荷重

指針に示される設計手法により評価を行い，部材の設計裕度が1. 00以上となる最大の風速（限界評価風速 ）

を算定している。

以上のように本書は， 現状の送電用鉄塔の設備実態や各基準類で規定された設計条件の変遷， ならびに

各基準類に基づき設計された送電用鉄塔の信頼性評価結果をまとめた資料であり， 今後急増する高経年設

備の建替計画策定にあたり， 効率的な設備保全を行ううえで有益な知見となると考える。
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